
   

   

 

 

 

 

 

 

教育の「不易」と「流行」           前期課程 教頭 若 松 征 一 

 
４月６日の開校式から、毎日が「初めて」というゆうべつ学園とし

ての４か月が経とうとしています。子どもたちは、さまざまな場面で、

一生懸命な姿、仲間と共に学び合う姿を見せてくれたことを心よりう

れしく思っています。また、一人一人の子どもたちを丁寧に見取り、

しっかりと育てたいという教師の願いが、教室いっぱいにあふれてい

るところです。 

さて、今回は、学校教育において繰り返し言われてきた「不易」と 

「流行」について、書かせていただきたいと思います。学校が子ども 

たちに必要な資質・能力を育んでいくには、教育の「不易」と「流行」

を知り、新たな展開を生み出すことが必要です。 

「流行」とは、「時代の変化とともに、変えていく必要があるもの」

を意味します。例えば、子どもたちが、様々な場面で活用している iPad

の学習が今の「流行」です。学習道具の一つとしての iPadが、子ども

の学びの方法を広めています。子どもたちの興味を引き出すために、

教職員も熱心にその活用法を検討し、授業改善や学習改善に生かして 

います。 

 一方、「不易」とは、豊かな人間性など「時代を超えても変わらない 

もの」です。例えば、あいさつ、返事、言葉づかい、整理整頓など、学

校生活では様々な約束ごとがあります。これらも「不易」にあたりま

す。「なぜ、こんなに約束ごとがあるの」と考えたくなる子どもたちも

いるかと思います。生活上の細かなルールは、学校生活をきちんとさ

せたいということもありますが、何よりも、大人への準備期間のうち

に、社会への適応ができるようになってほしいと願っているからです。 

とりわけ、「あいさつや返事をすること」「身の回りの整理整頓をす

ること」は、生活習慣や家庭での過ごし方が大きく影響し、学校だけ

で習慣化させることは難しいものです。ご家庭でも、意識して取り組

んでいただけるとありがたいです。 

今後も、学校は「不易」と「流行」を大切にしながら、子どもにと

って、よりよい学びが生まれるような、教育活動を進めていきます。 

 保護者の皆様のご理解とご協力のほどよろしくお願いします。 

ゆうべつ学園教育目標 

① 自ら学び考え、進んで伝え合うこども 

② 心豊かで思いやりのあるこども 

③ 積極的に行動し、粘り強くやりぬくこども 

④ 生命を大切にし、健康でたくましいこども 

ゆうべつ学園 学校だより 

ハマナシ 

児童会のあいさつ運動 

３年生のランドセル 

9年生の靴箱 

靴やランドセルが揃っていて、気持ち
がいいです。日常生活の一つ一つにきち
んと気づかいのできるところが、すばら
しいですね。 

 

「おはようございます！」という元

気なあいさつはとても気持ちがいいで

す。さりげなく会釈をする後期課程の

生徒も素敵です。 

 



６年生修学旅行終了 

 ７月６日、７日の１泊２日で６年生が修学旅行に出かけました。６年生のパワーにより、

出発時の雨は徐々に晴れに変わり、その後は北海道の初夏らしい青空に恵まれました。

オホーツク流氷館では流氷がどのようにでき、オホーツク海にどのような恵みをもたらし

ているのか。マイナス１５度の巨大冷凍室では過冷却水の実験や濡れタオルを振り回し

て凍らせたり、本物の流氷に触れたりできました。網走

監獄では監獄の歴史はもちろんのこと、当時の監獄内での生活の様子や囚人たちが作った道路

のことなど、熱心に展示や資料を観察する様子が印象的でした。知床五湖の遊歩道では親子熊

が遠くに現れ、多くの観光客とともに興味深く眺める場面も。宿ではおいしいバイキングに舌鼓を

打ち、夜はレクで盛り上がり、温泉大浴場・露天風呂・サウナでしっかり整うことができました。 

２日目は観光船オーロラで雄大な知床の自然を楽しむことができました。オシンコシンの滝で

マイナスイオンを体いっぱいに浴び、その後は網走のオホーツク公園で汗だくになって過ごし、帰

路につきました。同じオホーツクであっても、まだまだ知らない景観や歴史が多くあり、団長の私

自身も考えさせられる場面が数多くありました。バス内での「𠮷田先生クイズ」も楽しかったです

ね。 

ふるさとを離れて見聞を広め、改めてふるさとの良さに気づくことができたこと。普段生活を共

にする仲間と泊を共にし、新たな気づきがあったり、友情

が深まったりしたこと…貴重な２日間だったと思います。𠮷田先生から、「２日間の思い出や

学びをしっかりおうちの方に伝えることが宿題」と言われた６年生の皆さん、ちゃんと伝えら

れたでしょうか？ 

レク会場できちんと靴をそろえることができ、食事後に片付けやすいように食器をできるだ

けまとめる、そんな思いやりあふれる皆さんならこれからの学校生活も大丈夫だと信じてい

ますよ。 

日々の学びの様子 

１年生は音楽で「しろくまのジェンカ」でリズムを刻みました。「前、後、前前前」歌いなが

らとても楽しそうに体を使って音に親しんでいます。 

２年生は図工「しんぶんしとなかよし」の単元で創

作活動。グループで思い思いの作品を創りあげてい

ました。豊かな発想に驚きです。 

３年生は書写で「折れ」をマスターして「日」を書く

ことに挑戦していました。真剣な眼差し、伸びた背筋、

筆を走らせる時の息をのむような緊張感…一生懸命

課題に向かう姿がとてもすてきでした。 

４年生は理科の授業で水の流れについて学びまし

た。「水たまりになるのはどうしてだろう？」ラップの芯と

ビー玉で高低差を確かめていました。 

 



５年生はメダカの卵を観察し、考察していまし

た。顕微鏡で見える様子を iPadで撮影できると

は驚きです。６日間でどのような変化があったか互いに

交流し合うことができました。 

６年生は修学旅行でたくさん学んできました。(修学旅

行記参照) 

７年生は社会科（地理）の学習です。授業の初めに新聞記事にあった出来事の場所を地図帳

で調べます。索引から場所を探し出すのは簡単？難しい？？ 

 

８年生は家庭科の授業で調理実習。湧別漁業協同組合の皆様に協力をいただき、ホッケを

さばき、つみれ汁や蒲焼を作りました。中には大人顔負けの三枚おろしができる生徒も…。お

いしくいただきました！ 

９年生は国語でスピーチ原稿を作り、発表してい

ました。「導入」「説明・根拠」「主張」という構成

で、それぞれが主張したいことを堂々と発表してい

ました。 

＜中体連オホーツク大会結果＞ 

〇バレーボール部 予選グループ戦   対紋別中  ２－０勝利  トーナメン

ト１回戦 対佐呂間中 １－２惜敗 

〇野球部（上湧別中芭露学園との合同） 第１ステージ 対佐呂間中 ８－１ 勝利 

                   第２ステージ 対網走第一 ３－１１惜敗 

〇卓球部 女子個人戦 松橋 優奈さん ベスト１６（全道出場まであと一歩。惜しかった！） 

☆北見地区吹奏楽コンクールが８月５日（土）に北見市民会館大ホールで行われます(演奏は

12:14スタート)。上湧別中との合同バンドで臨む吹奏楽部はＢ編成で９団体中９番目の演奏とな

ります。思いを音色に込め、冷静に熱く、ゆうべつサウンドを響かせてください！ 

いじめアンケートから 年２回（６月・１１月）行われる「いじめ調査」を実施しました。今回の調査では、「嫌な思いをした

ことがある」と回答した児童生徒が４１人、「今も嫌な思いをしている」と回答した児童生徒は２９人でした。その他、「友達が嫌な思

いをしているところを見たことがある」と回答した生徒についても全員聞き取り調査を行い確認しました。学校としては、“いじめ”は

どの学校・学年でも起こりうるものであるという認識のもと、調査だけでなく定期的な教育相談の実施や、生徒指導対策委員会を設

置し、いじめゼロへ向けて取り組んでまいります。 

３点固定のススメ 児童生徒の皆さん、学校のある日も長期休業中も変わらず継続してほしいことがあります。それは 

「３点固定」です。①「起床(起きる)時間」、②「就寝(寝る)時間、③「家庭学習(宿題)開始時間」この３つを自分で決めて固定し、計

画的に過ごすことがとても大切です。ちなみに「朝、自分の力で起きる」ことができますか？目覚ましを使ってもよいので家族に起こ

してもらうことをせず、自分で起きることは「自立の第一歩」です。１，２年生の皆さんはちょっと難しいかもしれませんが、３年生以上

ではできていてほしいことです。加えて後期課程の皆さんには「自分にとって適切な睡眠時間や次の日の予定を考えて布団に入っ

て」ほしいところです。この３つは皆さんの未来をより良くするための基礎になることです。ぜひ意識して行動し、習慣づけてください。

ゆうべつ学園が開校して４ヶ月。すばらしいスタートを切ることができましたね。健康・安全に十分気を付け、前期後半初日に元気な

姿で再会しましょう！ 



 
 


